
西国三十三所草創１３００年に係る取組の提案について 

平成２９年３月２３日 

                            広域観光・文化・スポーツ振興局 

１．取組の目的 

  １３００年の歴史を持ち「日本最古の巡礼」である西国三十三所の巡礼は、平成３

０年（２０１８年）に草創１３００年を迎え様々な記念事業が企画されており、関西

広域連合及び構成団体においても統一的な取組みを行うことにより、国内外からの関

西への誘客を促進する。  

※西国三十三所  

長谷寺の徳道上人（とくどうしょうにん）が巡礼によって人々を救うよう閻魔大王からお告げを

受け、養老２年（７１８年）に始めたと伝わる。 

      関西２府４県及び岐阜県に所在する３３所の霊場をつなぐ巡拝道は、第１番那智山青岸渡 

寺から第３３番谷汲山華厳寺まで約 1000km（四国八十八箇所遍路道は約 1400km）である 

が、現在では歩き巡礼する人は少なく、自家用車や公共交通機関が利用されている。 

【広域での取組みのメリット】 

○ストーリー性のある文化観光として、関西の札所寺院への周遊観光に誘導 

 ○日本の精神文化に強い関心を持つ外国人向けに「KANSAI」の新たな魅力として発信 

○個人観光客の広域周遊に向け、交通機関等と連携した受入環境の整備 

２．関西広域連合及び構成団体の取組み 

広域連合及び構成団体のプロモーションによる認知度向上を図る。 

（１）関西広域連合 

 ・国内外におけるプロモーション時におけるアピール 

    ・広域観光周遊ルート「美の伝説」の中での取組み 

    ・関西観光Ｗｅｂによる情報発信 

    ・関連団体、事業者等への働きかけ など 

     （例）交通パスの活用、レンタカーの活用、ファムツアー 等 

（２）構成団体 

    ・観光情報誌等への「西国三十三所草創１３００年」特集記事掲載 

    ・地域観光協会での情報発信 

    ・繋がりのある国内外マーケットへのプロモーション 

    ・所在の札所寺院と連携した記念事業の実施 など 
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